
 

 

 

 

 

横須賀市がパルクールの聖地に！ 

～東京都体操協会パルクール委員会と横須賀市の新たな取り組みが始まります～ 

 
このたび、東京都体操協会パルクール委員会（委員長 吉田 宏）と横須賀市（市長 上地克

明）は、『アーバンスポーツのまち横須賀』の新たな取り組みとして、パルクール日本ランキング

(JGA PARKOUR POINT RANKING)１位の鈴木智也選手、および同ランキング３位の大貫海斗選手が居

住と活動拠点を横須賀市に移し、パルクールの聖地化を目指します。 

今後、両選手は「横須賀市所属選手」として国内外の大会に出場するとともに、市内の幅広い

世代を対象にしたパルクール教室や体験会を通じて、アーバンスポーツの振興および、各年代の

運動能力向上や健康増進、次世代アスリートの育成に大きく貢献してまいります。 

横須賀市は、両選手が安定して世界で活動できるよう、遠征費や活動資金を支援するための寄

附制度を設立するとともに、活動拠点として「THE Base APARTMENTS」を提供し、アスリートと地

域が一体となったアーバンスポーツのまちを推進してまいります。 

 

１．横須賀市側の協力 

（１）ふるさと納税（個人・企業）等の寄附による活動支援の協力 

• 新たにアーバンスポーツの選手を応援できる寄附制度の設立を進めます。 

• パルクールならではの返礼品を展開し広く寄附を募ります。 

• 集まった寄附は、選手の遠征費や練習費などの活動資金として活用されます。 

【返礼品】 

・パルクール委員会と横須賀市のコラボ商品（Tシャツなど） 

・トップ選手の個別指導レッスン 

  ・パルクール大会「PARKOUR TOP OF JAPAN YOKOSUKA」の特別席での観覧 

 

（２）THE Base APARTMENTSへの居住 

• 両選手は THE Base APARTMENTS の空室に居住することに加え、こどもたちの運動能力の向

上や、高齢者のフレイル予防など地域活性化への貢献が期待されることから、住居兼活動

の場所として提供します。 

なお当面の間は無償提供しますが、今後上記の寄附を家賃費用に充てていく予定です。 

※「THE Base APARTMENTS」とは上下水道局の旧待機用宿舎を活用した施設で、eスポーツ選手

やインフルエンサー等の活動拠点として有償提供しているものです。 
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２．東京都体操協会パルクール委員会および両選手側の協力 

（１）大会ユニフォームへのロゴ掲出 

• 初お披露目として、大貫海斗選手が 5月 2日〜5日に韓国にて開催される「WAY_TO.THE_TOP」

の出場ユニフォームに「横須賀市」のロゴを掲出し、アジアのトップに挑みます。その後

も継続してロゴ掲出して大会出場します。 

 

（２）教室・体験会の開催 

• 市民のスポーツ参加意欲およびアーバンスポーツ文化への理解を深めるため、子どもから

高齢者までの幅広い世代を対象としたパルクール教室や体験会を開催し、日本一のパルク

ールのまちを目指します。 

 

３．期待できる効果 

（１）子どものチャレンジ精神の醸成と基礎体力の向上 

• トップアスリートが身近にいることで、子どもたちは夢や目標を具体的に感じ、「自分も挑

戦できる」という意欲が芽生えます。 

• パルクールの基本動作は、多様な運動能力の土台となる「バランスをとる」「走る」「跳ね

る」「越える」「つかまる」を育み、子どもたちの健康増進や運動神経の発達に寄与します。 

• パルクール教室「パルスカ！」を通じて、子どもたちの将来のスポーツへの夢や希望の幅

が拡がります 

 

（２）高齢者の健康増進 

• パルクールの運動は、認知機能の維持や筋力低下防止に有効であり、フレイル予防の観点

からも健康増進に寄与します。 

• 「パルスカ！」を通じて運動の楽しさを体験することで、高齢者の生活に新たな刺激が生

まれ、生涯にわたってアクティブなライフスタイルを支える環境が整います。 

 

（３）アスリートの育成 

• 地域からの体系的な支援体制により、若手アスリートが育成され、トップアスリートが集

まる環境が形成されます。 

• トップ選手の存在が他の選手を惹きつけ、切磋琢磨することで互いの技術向上を促し、よ

り高いレベルでの競技活動が実現します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アーバンスポーツのまち横須賀の推進 



４．参考資料 

[パルクールとは] 

 フランスの軍事訓練が起源で、「走る・跳ぶ・登る」といった移動所作から自身の身体能力を高

めるトレーニングカルチャー。障害物があるコースを身体能力だけで滑らかに素早く通り抜ける

アクロバットスポーツの技を取り入れた、壁や地形を生かしたダイナミックなパフォーマンスが

特徴。選手は“トレーサー”と呼ばれ、危険に挑むのではなく、パルクールを通して自身の身体

能力を知り、その中で身体的にも精神的にも限界を超えていくことを本質としている。 

 2024 年パリ五輪の開会式でお披露目されるなど、クリエイティビティの強さから「次世代のス

ポーツ」として注目を集めている。 

 

 

[パルスカ！とは] 

 令和７年から横須賀市内で開催しているパルクール教室。不入斗と追浜、久里浜の３地区で開

講中。大会などで活躍中のアスリートが講師を務め、「走る」「跳ぶ」「登る」などパルクールの基

礎を学び、体の使い方やバランス感覚を楽しみながら身につけることができます。 子どもから大

人、シニア世代まで、レベルや年代に応じた幅広いクラスを展開しています。 ※開講クラスは教

室により異なります。詳細は「パルスカ！」ホームページをご確認ください。 

 

 

 

 

 
《本件に関するお問い合わせ先》 

大会に関すること：東京都体操協会パルクール委員会 事務局 090-3310-4228  info@tokyoparkourcommission.jp 
【アーバンスポーツのまち 横須賀】に関すること：横須賀市文化スポーツ観光部 企画課（アーバンスポーツ推進担当） 046-822-9820 

 



＜2025年ワールドカップ年間ランキング3位＞
＜2025年JGA国内ポイントランキング １位＞

＜2025年JGA国内ポイントランキング３位＞

NHKのアクションスポーツ特集「パルクール その壁を乗り越えろ」
で密着され一躍NO.1パルクールアスリートとして脚光を浴び、
今期は世界一にもなった日本パルクール界のエース

昨年9月の大会ではフリースタイル種目で過去国内最高得点を
叩き出し優勝するなど国内ではダントツのスキルを誇る
モンスターパルクールアスリート
SNSでの発信力も国内パルクールアスリートではトップクラス
であり、インフルエンサーとしても活躍

2022年 PARKOUR TOKYO CHAMPIONSHIP 
2022 フリースタイル 優勝

2024年 第4回JGA日本選手権 フリースタイル優勝
2024年 FIG世界選手権フリースタイル日本代表 4位
2025年 FIGワールドカップオランダ大会フリースタイル3位
2025年 WCPFスェーデン国際大会フリースタイル優勝
2026年パルクールワールドカップ日本代表選手

2024年 PARKOUR PREMIER CUP 岐阜大会
           フリースタイル優勝
2025年 PARKOUR PREMIER CUP札幌大会優勝
2025年 WCPFスェーデン国際大会フリースタイル3位
2025年 PARKOUR PREMIER CUP岐阜大会優勝
2025年パルクール日本選手権優勝
2026年パルクールワールドカップ日本代表選手



令和８年４月 22日 

 

報道機関 様 

 

【アーバンスポーツのまち横須賀】 

パルクール小学校訪問「YOKOSUKA PARKOUR SCHOOL PROGRAM」取材のご案内 

 

＜概 要＞ 

（対象） ４月 30 日（木） 桜小学校（横須賀市坂本町１－１９） 

（内容） トップ選手による、３時限目に「パルクールを通した自分らしい生き方 

特別講演」を、４時限目に「アクロバットな技を取り入れたデモンスト 

レーション及びパルクールの基本動作のレクチャー」を行います。 

また、デモンストレーション終了後の給食の時間に、選手たちが児童と 

一緒に給食を食べます。 

＜スケジュール＞ 

10：45～11：30 講演（５、６年生 86名） 

   11：35～12：20 デモンストレーション（全校児童 237名） 

   12：20～13：05 給食（教室にて） 

＜撮影・掲載について（留意事項）＞ 

・撮影の際は児童の顔が映りこまないようにご配慮をお願いいたします。 

・個別取材可能な児童を２名程度、事前に決めています。児童へ取材する際は、  

以下の先生を通じてお声掛けください。 

・各媒体に掲載する写真については、掲載前に必ず学校(以下の確認先)に確認をお

願いいたします。 

児童への取材や撮影写真の確認先 

横須賀市立桜小学校 芦田（あしだ）先生（※当日のみ） 

※当日、現場での確認が難しい場合は、後日、学校へ電話連絡のうえ、          
件名を「【社名】_「パルクール学校訪問」の写真確認について」として、         
ご確認のメールをお願いいたします。（※電話、メールともに 16：45 まで） 

メール admini@sakura-e.yknet.ed.jp 

電 話  ０４６-８２２-３７０７ 
 

 

mailto:admini@sakura-e.yknet.ed.jp


 

＜出演予定者情報＞ 

鈴木 智也（すずき ともや） 

NHK のアクションスポーツ特集「パルクール その壁を乗  

り越えろ」で密着され、一躍 NO.1パルクールアスリートと

して脚光を浴び、昨年は国際大会で世界一にもなった日本

パルクール界のエース 

2022 年 PARKOUR TOKYO CHAMPIONSHIP 2022 フリースタイル 優勝 

2024 年 第 4 回 JGA 日本選手権 フリースタイル優勝 

2024 年 FIG 世界選手権フリースタイル日本代表 4 位 

2025 年 FIG ワールドカップオランダ大会フリースタイル 3 位 

2025 年 WCPF スェーデン国際大会フリースタイル優勝 

 

大貫 海斗（おおぬき かいと） 

昨年 9 月の大会ではフリースタイル種目で過去国内最高  

得点を叩き出し優勝するなど、国内ではダントツのスキル

を誇る、モンスターパルクールアスリート。SNS での発信

力も国内パルクールアスリートではトップクラスであり、

インフルエンサーとしても活躍。現フリースタイル日本チ

ャンピオン 

2021 年 Jeep Real Games 2021 優勝 

2024 年 PARKOUR PREMIER CUP 岐阜大会 フリースタイル優勝 

2025 年 PARKOUR PREMIER CUP 2025 NewYear Special in 札幌  

フリースタイル優勝 

2025 年 WCPF スェーデン国際大会フリースタイル 3 位 

2025 年 第 5 回 JGA 日本選手権フリースタイル優勝 

 

齊藤 颯人（さいとう はやと） 

東京都体操協会パルクール委員会 強化指定選手 

フリースタイル・スピードラン・チェイスタグの３種目で 

活躍中で、横須賀のパルクール教室「パルスカ！」の講師

も務めている。 

「EXILE TRIBE GENERATIONS LIVE TOUR 2022」出演 

「Call of Duty」CM出演  

その他モデル経験多数のマルチパルクールアスリート 

2020 年 ニンジャパーク主催パルクール大会 2020 

                    スピードラン部門 3 位 

2022 年 JGA 日本選手権フリースタイル 14 位 

2024 年 PARKOUR TOP OF JAPAN YOKOSUKA 大会 チェイスタグ準優勝 



関 慎太郎（せき しんたろう） 

東京都体操協会パルクール委員会 強化指定選手 

パルクールスピード種目における日本のトップ 

アスリートで、世界選手権日本代表。 

これからの成長が期待される若手 NO.１アスリート 

2023年 JGAパルクール日本選手権 スピード 4位 

2023年 PARKOUR TOP OF JAPAN YOKOSUKA大会 スピード準優勝 

2024年 JGA日本選手権 スピード準優勝 

2024年 世界選手権 スピード日本代表 

 

中村 健人（なかむら けんと） 

横須賀市在住のパルクールアスリート。現役の理学療法士 

でありながら、パルクールインストラクターとして「パル 

スカ！」開講当初から指導にも携わっている。 

第 3回全日本選手権への出場や、「PARKOUR TOP OF JAPAN 

 YOKOSUKA 2023」フリースタイル種目 6位入賞の実績も持 

ち、横須賀のパルクールシーンを牽引するオピニオンリー 

ダーとして活躍中。 

2022年 第３回パルクール日本選手権出場 

2023年 Parkour Top Of Japan YOKOSUKA 大会 

フリースタイル ６位 

 

吉田 宏（よしだ ひろし） 

東京都体操協会 理事 

東京都体操協会パルクール委員会 委員長 

過去 20年以上にわたりスノーボード業界を中心に、 

９名のオリンピック選手を発掘・育成した実績を持つ。 

現在は、パルクールの普及発展にとどまらず他種目での 

トップアスリートのマネジメントサポート等多岐に亘り 

活動・活躍中 

 



＜その他取材時にご注意いただきたい事項＞ 

・腕章等の着用により、報道機関であると分かるようにお願いします。 

・取材可能な児童を事前に決めております。当日、お声掛けください。そのほかの

児童に取材をご希望の際は、先生に許可をとったうえでお願いいたします。 

・選手、吉田委員長への個別取材も可能です。 

・期限が短く恐縮ですが、ご取材いただける場合は４月 28 日（火）16 時までに 

個別取材の有無と併せて下記事務担当へご連絡をお願いします。 

なお、申請期日を過ぎてからのご取材もお受けできますが、学校側への周知が 

必要なためご協力いただけますと幸いです。 

 

事務担当 文化スポーツ観光部企画課（アーバンスポーツ推進担当）松浦 

直通 046-822-8565内線 3010 
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